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研究成果の概要（和文）：a) 第二次世界大戦中に東アジアへ亡命したユダヤ人の文献目録作成のため、文書館等にて
資料収集を行い、前段階の研究を2011年に出版した。これに関連し、戦中の日本のユダヤ人に対する見解について分析
した。b) 文学研究・文化理論の観点では、「ハイブリッド性」と「超文化性」の概念について議論した。これまでの
二分化された研究視点に対し、今日では異質なものが文化の要素と見なされ、亡命・移民文学はもはや文化的にマージ
ナルな現象ではない。c) 東アジアへの亡命テキストを文化的革新性という観点からポジティブに読み、「亡命の文化
テキスト」として描き出した。

研究成果の概要（英文）：a) A material base for a future Bio-Bibliography of European Jewish exile in East 
Asia during World War II was created by collections of materials in archives and libraries. A preliminary 
study was published in 2011. Related to this, I have also concentrated on exploring the Japanese 
attitudes towards the Jews during World War II. b) In the field of literary- and cultural-theoretical 
methodologies, key concepts discussions in cultural-studies such as ‘hybridity‘ und 
‘transculturality‘ are included. Contrary to older dichotomic research approaches, heterogeneous 
elements are currently considered as intrinsic cultural elements, so that texts of exile or migration are 
now no longer cultural edge or outer phenomena. c) With regard to texts of East Asian exile, it was 
demonstrated that these texts can be read in a ‘positive‘ way, i.e. in terms of their abilities of 
cultural renewal. From this point of view, these texts were described as ‘Cultural texts of exile’.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
ドイツ語を母語とする人々のヨーロッパ

諸国やアメリカへの亡命に関しては、多くの
目録が作られ、分類され、証言や文学的テキ
ストなどの資料が保管されているのに対し、
東アジアへの亡命に関しては実証的な研究
が不足していた。例えば、上海への亡命に関
してはいくらか研究が進んでいたものの、日
本への亡命に関してはほとんど体系的な研
究がなかったと言える。そのため、以下の３
つの領域での研究発展の必要があった。 
a) 亡命研究 
 まず、世界各地の図書館や文書館で資料収
集を行い、研究の基盤となる関連資料の文献
目録を作成する必要があった。この文献目録
は東アジアへ亡命したすべての亡命者をそ
の文献と共に記録すること、誰がいつからい
つまでどこにいたのか、その人物の亡命につ
いてどのような証言（出版物）があるのか、
という問いに答えることを目的としていた。 
b) ホロコースト研究・反ユダヤ主義研究 
 ドイツでは反ユダヤ主義研究とも呼ばれ、
しばしばジェノサイド研究と関連付けられ
ているアメリカで生じたホロコースト研究
は、ホロコーストをナチズムの支配の時代や
ドイツ国内に限定される問題としてではな
く、その前史から続く複雑な文化的出来事と
して捉えている。それ故、とりわけユダヤ人
の東アジアへの亡命に関する研究にとって、
東アジアが、その中でも特に日本がユダヤ人
に対してどのような見解を持っていたのか
は重要なテーマである。1920 年代以降、日
本には反ユダヤ主義およびユダヤ人贔屓の
結合が見られるため、プロジェクト内でこの
テーマも扱う必要があった。 
c) 文化研究 
 今日の文化研究の本質的なテーマは異文化
関係、文化の重なり、「ハイブリッド性」と
いう概念でしばしば表される混合である。こ
の「ハイブリッド性」は、「新しい」文化的
産物を生み出す限り、たいていポジティブな
現象として見なされる。亡命者や移住者の
「ハイブリッドなアイデンティティ」という
概念も、複数の文化に対応することができる
などの行動能力、二言語または複数言語を話
すことができる言語能力、創造的な言語拡張
などの創造性という点でポジティブに見な
される。これに関連して、東アジアへの亡命
におけるポジティブな側面を指摘すること
が本プロジェクトの課題でもあった。それは、
上海における文化生活の組織や、膨大な亡命
文学というような、亡命者による特定の文化
的産物から成る側面である。この産物の研究
のために、概念「亡命の文化テキスト」を用
いる必要があった。 
 
 
２．研究の目的 
以上の背景を踏まえ、以下の 3 点が本プロ

ジェクトの主要な目的となった。 

a) 東アジアにおける亡命に関する文献目録
作成のための資料収集 

 上記の通り、本プロジェクトの根本的な目
的は、図書館や文書館での資料収集を通し、
文献目録作成のベースとなる資料を入手す
ることであった。 
b) 東アジアへの亡命のモデルとなる特徴 
 第一に、1933 年から 1945 年にかけて、ヨ
ーロッパ諸国から東アジア（中国並びに日
本）に亡命したユダヤ人、また政治的亡命者
の特殊な例を取り上げ、亡命経験の克服の可
能性について描出し、可能な限り分類するこ
とが課題であった。本研究の出発点は、この
亡命体験の例を、他の亡命者の体験や特に今
日の国際的な移民の体験にも適用可能な一
つのモデルへと発展させられないかという
問いであった。その際、亡命と移民の移住に
は緊密な関係があり、双方の現象には共通の
文化人類学的ベースが結論できると仮定し
た。 
c) 亡命および移民研究のための始点として

の「文化テキスト」 
 共通の観点から亡命および移民研究を進
めるための始点は、本研究が提唱する概念
「文化テキスト」である。本概念は、民俗学
並びに文化人類学の基礎研究（ルート・ベネ
ディクト、クラウデ・レヴィ＝シュトラウス、
ジェームス・クリフォード、クリフォード・
ギーツら）に関連づけて定義されている。こ
れらの研究はとりわけ、文化的世界の描出の
不可能性と可能性について論じ、その描出の
文化的方法について主張している。亡命の
「文化テキスト」は亡命経験および移民の移
住経験の克服方法すべてを指している。すな
わち、亡命および移住という特殊な状況から
生み出された文章、絵画、演劇作品、写真、
映画などの基本的な視角メディアである。本
プロジェクトでは特にテキスト的（文学的）
メディアに重点を置いた。 
 亡命と移民の移住に関して文化人類学的
に共通するベースは、「文化テキスト」の観
点からは以下の点に見出される：これらのテ
キストが亡命または移民の移住という特殊
な状況の表現であること、また、亡命者／移
民は望むと望まざると関わらず、少なくとも
故郷の文化と新しい文化の二つまたはそれ
以上の文化の間で生活していること、そして、
たいていは移住先の未知の新しい文化に適
応するために、亡命者／移民は特定のストラ
テジーを発展させなければならない。このス
トラテジーは移住先との完全な同化という
極、完全な拒絶という極の二つの間を揺れ動
いており、しばしば、この二つの極の中間を
選び取ろうとしている。一例は、故郷の文化
を保持しつつ部分的に同化することであり、
これはある意味、「ハイブリッド化」と呼ぶ
ことのできるものである。本プロジェクトが
仮定していたのは、複数の文化が同時に現れ
るということの中に亡命および移民の文化
テキストの本質的次元があるということだ



った。すなわち、故郷の文化と移住先の文化、
そして場合によっては、亡命者／移民が移住
先の文化に行きつくまでに横断したトラン
ス文化が同時に現れると仮定していた。 

 
 
３．研究の方法 
以上の目的に達するため、以下の研究方法

を用いた。 
a) 資料収集の面では、特に具体的なケースの
分析を通して歴史学的研究を広げるため、東
アジアへの亡命経験に関する信頼に足る報
告が収集された。 
b) 亡命および移民経験に関して、東アジアへ
の亡命のモデルとなる特徴を明確にするた
め、特にゲルハルト・ノイマン、ジークリッ
ト・ヴァイゲル、ドリス・バッハマン＝メデ
ィックに代表される文化学的、文化人類学的
手法を用いた。この観点から文学テキストも
一般的な文化的表現形式、本研究のケースで
は東アジアへの亡命の文化的表現形式とし
て捉えられる。 
c) 文化学的、文化人類学的観点から「亡命の
文化テキスト」を分析する点に関しては、以
下の３点について分析を行った。 
1. テキストと故郷の文化に対する関係（「故
郷」のテーマ化など）または亡命や移住を決
定づけたトラウマ的経験や出来事に対する
関係。 
2. テキストと受け入れ先の文化との関係（適
応のテーマ化） 
3. テキストと故郷の文化並びに受け入れ先
の文化の要素が結びつくことによって生じ
るハイブリッドな第三領域との関係 
 
 
４．研究成果 
a) 資料収集 
 ベルリンの反ユダヤ主義研究図書館、亡命
雑誌 Gelbe Post を閲覧できる上海の文書館、
並びにウィーン、ロンドンの図書館などにお
ける詳細な文献研究を通し、東アジアへの亡
命文献目録を作成するために広範囲に渡る
資料を収集することができた。この文献目録
を作成するのには、まだしばらくの時間を要
する。前段階の研究としては、前科研プロジ
ェクトによって 2010 年に開催された国際シ
ンポジウムの成果をまとめた著書„Flucht 
und Rettung. Exil im japanischen 
Herrschaftsbereich (1933-1945)“（2011 年出
版）が挙げられる。 
b) 概念「文化テキスト」の理論的土台 
 本研究では、文化接触研究に基づいて「文
化テキスト」という概念を超文化的現象とし
てより正確に定義するために研究を進めて
きた。これまでの先行研究においては「異質
なもの」と「自分のもの」という二分化が見
られたが、今日ではヴォルフガング・ヴェル
シュら超文化理論家が述べている通り、文化
そのものが異種なものとして理解されてい

る。つまり、「異質性」は外部からくる現象
としてではなく、ひとつの文化の根本的なコ
ードにあるもの、そこにすでに置かれている
ものとして捉えられている。移民文学が文化
的活動に携わっている限り、この自分の文化
における異質な瞬間というものは、移民文学
に新しい文化的意味と価値を与えるために
ベースとなる。 
c) 「亡命の文化テキスト」の具体的検証 
 とりわけ、2012 年にアムステルダムで開
催された亡命研究会における口頭発表「移民
と亡命の文学」において、膨大な移民文学の
構成要素を理解するため、亡命テキスト分析
の文化学的発展を試みた。包括的に、亡命テ
キストと移民文学には、亡命や移住を克服す
る次の３つの典型的な方法が見られる。 
1. 亡命者／移住者が故郷の文化を離れたに
も関わらず、それを保持したり、保持しよう
と試みること。 
2. 特に言語の問題で見られるように、受け入
れ先の文化に同化しようとする試み。 
3. ハイブリッドな領域を作り出す試み。すな
わち、持続的な移住の状況にアイデンティテ
ィを持とうとすること。 
 これらの移民文学に典型的な根本的かつ
文化学的行動様式について、様々な文学的事
例を提示した。 
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